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第48回 静岡県男女共同参画会議 議事録

開催日時 令和７年１月30日（木）午前10時～正午

開催場所 静岡県庁 別館９階 特別第一会議室

（司会：森男女共同参画課長代理）

それではお時間になりましたので、ただいまから第 48 回静岡県男女共同参画会議

を開会いたします。

委員の皆様方にはお忙しい中、御出席をいただきまして誠にありがとうございま

す。

本日は、委員 20 名のうち 17 名と、半数以上の御出席をいただいておりますので、

静岡県男女共同参画会議要綱第５条第２項の規定により、本会議は成立しておりま

すことを、御報告いたします。

本会議は、公開で行われ、会議内容の議事録も公開することとなっておりますの

で、御了解ください。

また、本日の会議は、Ｗｅｂ会議システムを併用して実施いたします。Ｗｅｂで

参加されている方は、マイクをミュートの状態にし、発言される際に、オンにして

いただきますようお願いします。発言される場合は、最初にお名前をおっしゃって

いただきますよう、お願いします。

会場で御参加の方は、発言される場合は挙手をお願いいたします。

はじめに、委員を御紹介いたします。前回は公務の都合により御欠席されたため、

委員就任後初めての御出席となります。吉田町長、田村典彦様、恐れ入りますが、

簡単な自己紹介をお願いいたします。

（田村委員）

ただ今、紹介に預かった吉田町長の田村と申します。どうぞよろしくお願いしま

す。

こういう席に呼ばれるのは以前もあったのですけれども、何でこういう立派な席

に呼ばれたのか、つらつら考えると、非常に簡単なことなのですけれども、うちの

町の管理職における女性の登用率は、現在 41％。程なく 50％になります。場合によ

っては、50％を越すかも知れません。

基本的な私の考え方としては、世の中には、男性と女性が数的には半数ずつです

よね。女性も、男性と同じように社会に出てキャリアを重ねて一生懸命頑張りたい

と。できれば、当然のことながら、ポリシーメイキングの立場に立ってみたい、人

材を育成するポジションに立ってみたいと、そう思っているわけです。しかし、現

実はそういかないですよね。

2025 年というのは非常に面白い年で、第５次男女共同参画基本計画が終わります。

それと同時に、女性活躍推進法が存立の期限で 10 年を迎えます。今年は、第６次の

男女共同参画基本計画を作る年であって、また女性活躍推進法を延長するかどうか

を決める年です。そういう年で非常に重要な年なのですけれども、静岡県庁を見て

おりますと、県議会のひな壇に並ぶ方々の中で、女性は一人もいません。

地方公務員月報の 12 月号に、うちの町の女性の登用の計画について書いてあるの

ですけれども、実はですね、私は平成 15 年に町長になったのですけども、平成 16

年 3 月に昇任昇格人事を見たところ、女性が一人もいなかったものですから、何で
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ですかと言ったら、実は、女性の昇任昇格について、例えば男性が３年でよいとこ

ろを女性は５年必要とか、女性にハンディを課すような内規がありました。これは

とんでもないことになると思い、女性職員を大きな部屋に集めて、申し訳なかった

と、皆さんがこれまで被った財政的な損失についてはものすごい額になりますので、

それは補償できませんけれども、皆さんを男性と同じような扱いとして、そのポジ

ションに全部就けますと、その通りにやりました。

そういうふうな内規があったのですが、静岡県を見ると、女性がそういうポジシ

ョンにほとんどいませんよね。もしかしたら静岡県にもそういう女性に男性と違っ

てハンディを負わせるような内規があるのかなと時々思うのですけれども、おそら

くないのだと思います。そうすると、なぜそういう状況になっているのですかと、

その説明をすれば、静岡県の女性職員の扱い方について、何かがあるはずなのです。

そういう説明してもらった方が一発でよく分かると思います。

今日は参加させていただいて、好きなことを話しますので、またよろしくお願い

します。

（司会）

ありがとうございます。

なお、静岡県地域女性団体連絡協議会副会長鎌野委員、掛川市長久保田委員、静

岡労働局雇用環境・均等室長 森本委員につきましては、所用のため、本日は欠席

でございます。

続きまして、次第２の議事に移ります。ここからは、要綱第５条の規定により議

長である白井委員長に議事の進行をお願いいたします。それでは委員長よろしくお

願いいたします。

（白井委員長）

皆様おはようございます。ここから進行を務めますのでよろしくお願いいたしま

す。

早速ですが、内容に入りたいと思います。まず議題１及び議題２、次期静岡県男

女共同参画基本計画の策定方針と検討体制について、合わせて事務局から御説明を

お願いします。

（池田男女共同参画課長）

男女共同参画課長の池田です。よろしくお願いいたします。

それでは、議事（１）次期基本計画の策定方針について説明させていただきます。

資料１を御覧ください。

１の策定趣旨でございますが、現在の第３次基本計画は令和３年２月に、令和７

年度までの５年間を計画期間として策定したもので、本計画が来年度末で満了とな

ることから、第４次基本計画を策定しようとするものでございます。

２の次期計画の基本的な考え方を御覧ください。（１）計画の期間は（５）にあ

るように、国の男女共同参画基本計画と整合を図っていくため、国の計画期間と合

わせて５年間とする予定でおります。

（２）計画の構成ですが、現行の計画に引き続き、女性の職業生活における活躍の

推進に関する法律、いわゆる女性活躍推進法に基づく県の推進計画と一体として策

定いたします。
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（３）計画の内容につきましては、条例の第一条の規定に基づき、男女共同参画社

会基本法で示されました、アからオの基本理念にのっとり、基本目標と基本的施策

を定めてまいります。一体としている女性活躍推進計画におきましても、女性活躍

推進法に定められました基本方針を勘案して定めてまいります。

また、男女共同参画基本計画は現在策定中の県の総合計画の分野別計画として位

置付けられる予定です。そのため、（４）にありますように、静岡県総合計画との

整合性も図ってまいります。

３の次期計画策定手続きの条件でございます。基本計画の策定に当たりましては、

条例で（１）から（３）の手続きが必要とされております。県民の意見を聴くこと

につきましては、関係団体との意見交換やパブリックコメントを実施していきます。

また、男女共同参画会議に対しましては、骨子案、次期計画案等、各段階で御意見

をいただきながら作業を進め、計画策定後は速やかに公表してまいります。

次にページをめくっていただきまして、４の今後のスケジュールを御覧ください。

策定までのスケジュールですが、参画会議委員の皆様には、７月に中間報告として

の骨子案について御意見をいただき、10 月には次期計画案について、２月にはパブ

リックコメントを反映した最終計画案について御審議をいただく予定としておりま

す。

そして部会については、資料２で御説明させていただきますが、御了承いただけ

れば、全体会の間に部会を開催し、課題の整理、施策の方向性、骨子案、次期計画

案と御意見をいただきながら、各段階で全体会へお諮りしながら進めてまいりたい

と考えております。

また、これらの審議に並行して、関係団体との意見交換やパブリックコメントの

実施、県議会への報告を行ってまいります。

続きまして、次のページになりますが、議事（２）次期基本計画策定の検討体制

についてです。資料２となります。

次期基本計画の策定に当たりましては、条例に基づき、参画会議の意見を伺いな

がら進めてまいりますが、計画の策定には、多くの検討事項があり、限られた時間

の中での実質的な議論を機動的に行うためには、第３次計画の策定時と同様に部会

を設置し、参画会議の全体会と連携しながら進めていく体制を取らせていただきた

いと考えております。

部会の運営については、資料２－２の要領のとおりでございます。これは第３次

計画策定時に定めたものですが、今回の計画策定におきましても、引き続き本要領

としたいと考えております。所掌事務につきましては、次期計画の策定に資するた

め、策定に関する検討、調査研究等を行います。組織及び部会員につきましては、

第３条にありますように部会員は６名以内で組織し、参画会議委員の中から委員長

が指名します。部会長は、部会委員の互選により選任し、任期は策定事務が完了し

たときまでとなります。会議につきましては、部会長が招集し、半数以上の出席が

なければ開催できないこととなっております。また、意見等の聴取ということで、

第６条に専門的知識を有するものを部会に出席させ、意見を聞くことができるよう

にしております。

私からの説明は以上となります。よろしくお願いいたします。

（白井委員長）

御説明ありがとうございました。
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委員の皆様の方で、この体制について等、御質問御意見ありますでしょうか。

（全委員）

意見なし。

（白井委員長）

それでは御了承いただいたということで、「静岡県男女共同参画会議要綱第４条」

の規定に基づき、静岡県男女共同参画会議の部会を設置することとし、その運営に

ついては、今御説明いただいたお手元の運営要領によることといたします。

なお、運営要領第３条第２項及び第４条第２項の規定に基づいて、今後、委員長

の権限により部会員を指名させていただきます。また、部会長については、部会員

の互選によって選任することとなります。

部会員の人選については、今後、事務局から皆様へ連絡させていただきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

続きまして、次第の３、意見交換に移らせていただきたいと思います。

この意見交換の位置付けですけれども、もう少し御説明をさせていただきますと、

先ほど、スケジュールの御説明がありましたが、今後、今申し上げましたように、

部会を設置し、部会の方で案を作っていきたいと考えております。

部会の中間報告というのが７月にあり、次の会議が７月に予定されています。そ

こでもう中間報告があがってくるということなので、第１回の部会を開催するに当

たり、またそれ以降の部会を進めていくに当たり、今日の皆様の御意見がそこに検

討事項として盛り込まれていくということになります。７月にそれらを含めた案の

中間報告というのがあがってくるような体制になっておりますので、ぜひここでの

意見交換で皆様の御意見を頂戴したいというふうに考えております。

そして、お手元の資料を御覧ください。参考資料１ですね。これに基づいて意見

交換を進めていきたいと思いますが、このことにつきまして事務局から御説明をお

願いいたします。

（池田男女共同参画課長）

参考資料１を御覧ください。簡単に説明させていただきます。

１の「男女共同参画社会の実現に向けた意識改革の推進」ですが、地域社会にお

きましては、いまだに根強い固定的な性別役割分担意識があり、教育現場や企業な

どに比べ、男女共同参画意識を浸透させることが、難しい状況となっております。

少子高齢化の進展、若年女性の都市への流出など、本県の地域社会が抱える諸問題

を踏まえまして、地域における推進体制の強化、あり方等について御意見等をいた

だければと思います。

２の「誰もが安全安心に暮らせる社会の実現」ですが、ＤＶや非正規雇用、ひと

り親家庭等を理由に生活上の困難を抱えている女性の支援、また性の多様性につい

ての理解促進は人権が尊重され、安全安心に暮らせる社会の実現のために重要な施

策であります。効果的な支援等について御意見御提案等がありましたら、お聞かせ

いただければと思っております。

３の「企業等における女性活躍の一層の推進」ですが、男女双方にとってのワー

クライフバランスの実現が男女平等参画社会の推進の課題ですが、社会には長時間
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勤務などを前提とした、いわゆる男性中心の労働慣行が依然として根強く残ってお

ります。また、女性が出産育児等のライフイベントや女性の健康課題とキャリア形

成を両立し活躍し続けられる環境づくりに向けて、効果的と思われる施策等につい

て御意見等ありましたら、御発言いただければと思います。

４の「政策・方針決定過程の場やあらゆる職域への女性の参画拡大」ですが、あ

らゆる分野における政策・方針決定過程への女性の参画は、依然低い水準にありま

す。様々な社会問題を解決するためには、女性を含めた多様な意思が社会の方針決

定に反映されることが重要であると考えます。本県におきましても、女性の参画拡

大を図るため、御意見御提案をお願いしたいと思います。

１から４以外にも次期計画策定に関しまして、課題や施策等、御意見や御提案い

ただければと思っております。

私からの説明は以上となります。よろしくお願いいたします。

（白井委員長）

ありがとうございます。

意見を交換するときのたたき台と言いますか、４本の柱をいただいておりますの

で、これに従って進めていき、そして最後の５のところで「その他」ということが

ありますが、何か議論の中で出てくるかと思いますので、まずはこの４本の柱につ

いて、順に意見をいただきたいと思います。

勝手ながらなのですが、どれが意見が出やすいと前持って予見を持つことは控え

た方がよいのかもしれませんけれども、議論の順序を、より意見が出やすそうなも

のに順序を入れ替えさせていただき、まず「企業等における女性活躍の一層の推進」

ということで、いわゆる経済、働く分野のことについて御意見をいただければと思

っています。その次に、安心安全ということで２番について、そして１番のアンコ

ンシャスバイアス等意識の部分について、最後に地域社会への女性の参画というこ

とで４番について御意見をいただきたいと考えております。

また、委員の皆様におかれましては、皆様のそれぞれの御専門御見識のある詳し

い部分あるかと思いますので、今日はお一人一度は発言していただくような形で、

自分はここでこれを言うぞというのをぜひお考えいただいて、そこのところで速や

かに挙手をいただければと思います。Ｗｅｂの方も、私が見逃していたらマイクを

オンにしていただいて御発言ください。よろしくお願いします。

それでは早速、時間も限られていることですので、女性の働く場面において、も

ちろん男性もですけれども、男女共同参画に向けてのところで、ワークライフバラ

ンス等について御意見ある方いらっしゃいますでしょうか。５年間の大事な計画に

なりますので、ぜひ積極的な御意見をよろしくお願いいたします。

（豊田委員）

袋井商工会議所の豊田でございます。

いつも言っているのですが、企業におけるワークライフバランスは非常に大切な

のですが、社会の構造がまだそういうふうになっていないところがあります。男性

の育休取得率を上げたとしても、それが男性の育休が、本人の休みになってしまっ

ている。女性とは違った育休になってしまっていると思います。育休の捉え方を変

えて、伝えていかないと本当の意味での効果がないのではないかと思います。
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長時間勤務というのも、会社が対応していかなければいけないことですが、それ

はなかなか変わっていかないのが現状です。女性が働きやすいように、育休の間、

働けなくても、キャリアが一旦止まったとしても、生涯収入や昇進などに影響がな

いよう、また非正規雇用にならないように、会社側がいろいろな意味で配慮をする

ということが大事だと思いますので、会社の教育というのがすごく重要になると思

います。そういうところをやっていった方がよいのではないかと思います。

女性は出産したときに、母体が大変なので、そういうときこそ男性がきちんとフ

ォローすることが大事なのですが、本当に男性の育休が育休になっているのか、最

近疑問に思っているところです。そういったところを上手く表現して、進めていけ

るような形で取り組んでいっていただきたいと思います。以上です。

（白井委員長）

ありがとうございます。主に男性の働き方やワークライフバランスについて御意

見をいただきました。このことに関連してでも他のことでも構いませんので、働く

という部分について御意見ございますでしょうか。

（鈴木委員）

委員長の御指示で企業サイドからということでございますものですから、前回も

話したのですけれども、ほとんどがこの３番だけでなく、全体が企業に関わるとい

うことで、生活のためには働かなくてはいけないということもあり、８割９割方企

業の問題だというように認識しております。

こういった男女共同参画というテーマは、平成 13 年の条例によって、女性の活躍

をしっかり推進しなくてはいけないというふうなことがスタートになって、早 25 年

ぐらい経って、内容的には、当初の 20 数年間ずっと推移して、完全に改善していれ

ばこういった議論の問題になっていないと思います。そうは言っても、少しずつで

すが、以前の意識から経営者の方も意識改革をして、女性を前面に出しながら、企

業経営をしなくてはいけないという認識に変わりつつあると思います。しかし完全

ではないですよね。

一番端的な例は、皆さんは最近の 10 時間の記者会見を見たかどうか分かりません

が、日本を代表するメディアが、少し特殊な世界なんでしょうけれども、企業のト

ップを高齢者で揃えて、しかも、いかがなものかなという考え方が全国放送で流れ

ている。あれが他所事だと思っている会社の経営者というのは、ほとんどいないの

ではないかなと思います。多かれ少なかれ、似たようなところがあるというふうに

思っている経営者もいると思います。

ただ、今言ったように国の制度で、女性の管理職比率と男女の賃金差のところは、

乖離しているところをもっと広くオープンにしろという話になっておりまして、そ

ういうことも含めて、改善というか、そういうふうにしないといけないという方向

にあります。何が根幹かというと、１のところに少し書いてあるのですが、基本的

には僕らも申し訳ありませんが、65 歳を過ぎた例の経営陣の一端なのかもしれない

ですけれども、アンコンシャス・バイアス、無意識に男はこうあるべきだ、女はこ

うあるべきだという考え方がなかなか離れなくて、そういった気持ちがどこか根底

にあるがために、いまだに女性を前面に出していろいろ改革をするということが

遅々として進んでいないのかなと思います。
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この意識については、あと 10 年経てば変わるのかもしれないのですが、今のとこ

ろそれに向けて意識をどうやって変えさせるかという問題については、強力に進め

ていくという方向でエンジンを回転させていかないと、ただ単にそういうことをや

れというのではなくて、これをどういう形で、ある意味半強制的にという訳ではあ

りませんが、そういうところまで持っていくということと同時に、やはり経営者の

意識も変えていかないと、社会から見放されますよと。今回のはよい例ですよね。

誰も相手にしないですよということの認識が、今賃上げの問題などいろいろ出てい

るのですが、社会的認識が深まってくれば、否応なくそういうことに追い込まれて

いきますから、それは本来のあるべき姿ではありませんが、そうせざるを得ない最

後のラウンドになっているのかなということを感じてます。

だから、エンジンをかなり急回転させて、今までよりももう少しハードルを上げ

ながら、高めのボールを投げて高めの効果を期待するという形でやっていけばよい

のかなと思います。

あともう一つ問題だと思うのは、前に白井委員長とお話したことがあるのですが、

この男女共同参画という「男女」という言葉自体が、もう 20 数年経って、反対に差

別なのではないかという感じがしています。「男女」を意識すればするほど、今の

問題というのはあまり解決していかないのかなというのが個人的な意見です。

それともう一つは、今アメリカの新政権で逆回転をしつつあるのですが、多様性

の問題があって、よいところに進んできたのが、男は男、女は女という言葉が演説

の中にも出るぐらいの形で世界に向けて放映されています。女性の活躍ということ

もそうなのですけれども、今言った性的マイノリティの話が参考資料２の 24 ページ

にありますが、性の多様性に関する認識というのはあるのですから、やはりここは

これからの大きな社会的なテーマの一つとして、ここのところにも等分の力を配分

して、いわゆる多様性、ＬＧＢＴも含めて、施策をやっていく必要があるのかなと

いうふうに思っています。

あと、日頃から尊敬する田村委員に冒頭にいろいろお話をいただいて、経営者の

問題なのですが、やはり強力なリーダーシップがないといけない。上に立つ者のリ

ーダーシップが本当に必要で、これを進める上での一つの大前提だと思います。上

が号令をかけて、管理職比率もそうなのですが、なんとか素晴らしい数字になって

くるというところまで持っていかないといけない。もちろん政策だけではなくて、

経営者の理解もしっかり得ながらということにはなりますが。

少し長くなって申し訳ないのですが、たまたま吉田町の企業なのですが、我々の

会員に、大川原製作所というところがございまして、大川原綾乃さんといって副社

長の方がいらっしゃるのですが、この前、セミナーを開催しました。

女性はお茶くみをやっていればよいとか、事務的な仕事をやっていればよいとい

う認識は、いまだにまだ少し残っている中で、女性らしい企画力とか、きめ細かな

顧客への対応力とか、男性にはないいろいろな発想とか、そこら辺を生かしながら、

あなたたち頑張りなさいよというセミナーを、田村委員の地元のところで先日行い

ました。これは国保委員にも参加していただいて、いわゆる研修会をやりまして、

かなり盛況であったという話を聞いてます。

会社内の女性活躍の推進を目的にした勉強交流会ということで、性別を理由にし

た事務作業、女性が上に立ったときの周りの男性からの冷たい目、そういったもの

への女性が抱く不安感とか、そういった内容で、女性本来の力を発揮するために、
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それが企業経営の一つの源になるということで、そこを活性化しようという講習会

を開催されました。

経営者協会は直接は関係ないのですけれども、間接的に相談をいただきまして、

国保委員とも話をして、こういう形で田村委員の地元でやらせていただきました。

何が一番言いたいかというと、企業も昔と違って、いじめられますよね。何をや

っているんだと、一生懸命やる段階に来ているのですけれども、まだまだ遅々とし

て、それを少しずつ変えていかないといけないという意識を高めていくということ

を計画の中にも、強く盛り込んでいくということをお願いしたいです。

（白井委員長）

ありがとうございました。論点の横串を刺すような御意見をいただきました。

他にはございますか。

（恒友委員）

経済研究所の恒友です。いつものごとく鈴木委員の熱い御意見を聞いて、そうだ

なというふうに思ったしだいです。

今期の計画も、内容とか推進について、間違っていないし正しいことをこれまで

やってきたのかなというふうに思いますし、次期計画もこのような流れでいけばよ

いのかなと思います。ただ参考資料等で統計調査からの現状を見ると、まだまだ数

字が伸びていない現状はあるということです。

こういった項目を推進するに当たっては、企業においては、鈴木委員がおっしゃ

ったとおり、１丁目１番地は企業のトップが正しい知識をしっかり持って、強い意

識を持つ、その意識を持って社内に強いメッセージを発信する。ここが一番大事な

ところなのかなというふうに思います。

実態はどうなのかなというところなのですが、私が思うに、やはり企業によって

も二極化しているのかなというふうに思います。良い方でいえば、男女共同参画に

対して、実効性のある社内での施策をどんどん進めていく企業もあれば、一方で、

こういったことは分かっているからやるのだけれども、表面的な対応に留まってい

るというところはあると思います。

要はこれから推進しなくてはいけないところ、先ほど力ずくでみたいな話ありま

したが、そういった表面的な対応をしているような企業のトップにもっともっと認

知させる、分かってもらうということが必要で、そういった推進方法をしなくては

いけないと思います。

ただ、そういったトップも別に悪気があるわけではないし、何となく頭では分か

っているけれども、そこまで行かないで踏みとどまっているというところで、そこ

にいかに正しい気づきを与えるか、そこは推進のキーになるのかなというふうに思

います。

そういった表面的な対応をしている企業のトップの方も、皆さん本当にいろいろ

考えられているのですが、現状足元を考えると、この男女共同参画よりも、差し迫

った問題がたくさんあって、例えば人手不足や賃上げとか、そちらの方にかかりき

りになってしまっている、そういったところがあると思います。

そういった人たちに、どうやって気づきの機会を与えるかというところなのです

けれども、まずはそういった企業の方々は足元の課題を解決するために、賃上げだ

とか、生産性向上、人手不足といったところには関心を持って情報を取りに行くと
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いうことが多々あると思いますので、例えば男女共同参画でセミナーとかシンポジ

ウムとか、ＳＮＳの発信もそうですけれども、そういったところに皆さんの意識が

向くものですから、そういったところとジョイントして男女共同参画の内容を盛り

込んでいく。ここは経済産業部ではないのですが、経済産業部とジョイントして、

企業をより良くしていくために、より静岡県の経済を発展させるためにということ

で、企画をしていく。そういったことで普段気づきがなかなか弱かった人たちにも

気づきを与える、刺激を与えることによって、正しい理解、新しい推進を県下全体

でやっていく、そういった方向性もありなのかなというふうに、今鈴木委員の話を

聞いて思いました。

（白井委員長）

具体的な御提案ありがとうございます。

では内山委員お願いします。

（内山委員）

連合静岡の内山です。今、鈴木委員と恒友委員から会社側の発言がありましたの

で、私の方からは労働者側の視点で発言したいと思います。

これからまさに春闘が始まって、今回の賃上げがどうかというところだと思うの

ですけれども、職場における男女共同参画のためにやらなくてはいけないことが幾

つもあります。

一つ課題として挙げられているのが男女の賃金格差ということかと思いますが、

連合静岡としても、個別賃金実態調査というのを毎年やっておりまして、こちらの

資料の中からも男女の賃金格差が浮かび上がっていますが、静岡県内においても、

ある一定の年齢に置くと、男女の賃金格差が広がっているというような実態が見え

てきてまいります。

その要因として分析をすると、管理職比率の問題もそうなのですけれども、男女

における勤続年数の違いというのも、またしかりかなというふうに思っています。

勤続年数が伸びないとなかなかそのポジションに辿り着けないということが一つ

要因として挙げられますが、国の調査でも、出産や結婚を機に仕事を一旦辞めてし

まうという女性が半分ぐらいまだいるということも明らかになっておりますので、

いかに就職後も働き続けることができるのか、あるいはキャリアアップ転職をした

としても、そこでどれだけ長く働き続けられるのかということが、管理職比率もそ

うだし、賃金格差の解消に繋がっていくのではないかなというふうにも考えていま

す。

配布された資料の中で、参考資料２の 37 ページに、女性の年齢階級別の正規非正

規の雇用比率というグラフがありまして、総務省の国勢調査だとＬ字カーブの問題

が浮かび上がってくるのですが、静岡の女性というグラフだけ見ると、この詳細は

分かりませんので、県として、もし調査をしているのであれば、こういった調査の

結果は速やかに公表し、課題がここにあるということを見える化するべきなのでは

ないかなというふうに思います。

課題が分からないと、対策も考えられないということで、労働力の比率は男性と

同じように台形になっているとは思うのですけれども、昨今注目を浴びているＬ字

カーブの問題、正規で入っても、再就職のときに非正規雇用にしかなれないという、

そこの問題解決も同時にやっていくべきかなというふうに思います。
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それから男性の育児休業取得のところも課題の一つにしているわけですが、この

４月から 10 月も含めて段階的に育児介護休業法が改正になります。後々は育児休業

を取得したら、ある期間は手取りが 10 割になるような助成金等もおりるような仕組

みになっているとは思うのですが、本人がそういった自分に関係する法律が改正さ

れるということを知って、取得を申し出ても、会社側が知らなかったということで

あるとか、休業されると代替はどうするのかみたいな話になってしまうと、取りた

くても取ることができないというような事態が起きてきますので、法改正の中身だ

けでなく、その趣旨を労働者、それから会社側双方に理解させることと合わせて、

フォローする人の対応についても同時にやっていかなくてはいけないことなのでは

ないかなというふうに思います。

４月からは中小企業に限りますが、フォローする方へのインセンティブも国の方

で手当がされるというふうに聞いていますので、そうしたことも含めて、働く人、

それから企業、双方にしっかりと伝えていく。中身だけでなく、意義を伝えていく

ということが職場における男女共同参画、それから女性活躍の一助になるのではな

いかなというふうに考えますので、発言させていただきました。

（白井委員長）

ありがとうございます。

では、手の挙がっている豊田委員の次に、国保委員、田中委員に御意見を伺いた

いと思いますのでどうぞよろしくお願いします。

豊田委員、お願いします。

（豊田委員）

先ほど、一番最初に意見を言ったのですが、あまりまとまっておらず申し訳あり

ませんでした。

一番言いたかったのは、女性が社会に出ていくためには、家事をいまだに 70％以

上女性に負担がかかっているというところで、そこが半々くらいにならないと女性

は働き続けることができないというところについてです。

そういったところの社会的な構造がなかなか変わらないので、トップの考え方が

変わるということが大事なのですが、そのトップの人の理解が進んでいないと思い

ます。若い人はだいぶ家事をするようになっていると思うのですが、企業のトップ

にそういったところを理解してもらうことがなかなか難しい。会社が変わって、い

ろいろな制度を整えましたので頑張ってくださいと言っても、家庭が変わっていな

いと、やっぱりできないことがすごく多いのですよね。そういう意味でトップが本

当の理解をして、いろいろな制度を整えて、早く帰らなくてはいけない、長時間が

できないということだと、会社としては当然短時間で通常と同じような待遇でいら

れるような配慮をするとか、育休明けであってもキャリアが途切れたというような

形にしないようにするとか、そういった方がいらっしゃるということを理解して、

働き続けられるようにすることが必要です。

先ほどお話にありましたが、再雇用のときに非正規になる方が多いというのは、

こういうことです。非正規雇用になると、やはり生涯年収がものすごく変わってく

る、１億円ぐらい変わってくるということも上手に説明できたらよいなと思います

し、トップには家庭で男性も半分家事をやらないとなかなか難しいということを説

明しないといけないと思います。
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育休を取っても女性の負担にならないような本当の男性の育休になるように、育

児休暇だけでも本当に必要なときに集中的に取るとか、そういったことも大事だと

思います。中小企業は、３人の企業で１人休むと全然仕事ができなくて、会社が困

ってしまうので、短い時間でも効果のあるような濃い育児休暇を進めていくのも、

中小企業の立場からすると本当に大事ではないかなと思います。

助成金とかそういったことでは間に合わないような、人が足りないという状況で

すので、広い意味での企業が意識を変えるということは、みなさんのおっしゃって

いたようにその通りだと思います。そういうところを教育していくというところが

すごく大事だと思います。

（田村委員）

皆さんの話を聞いていると、総花的なところで全部終わりなのですよ。例えば、

参考資料１の１番はじめ、「地域社会（家庭を含む）へ男女共同参画意識を浸透さ

せる施策や推進体制など」、「地域における女性人材の確保には、地域社会での固

定的な性別役割分担意識やアンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）への気

付きを促し、女性に選ばれ、女性が活躍できる地域づくりが必要」とありますが、

これは当たり前のことです。当たり前のことをいくらやってもだめなのです。

普通の企業は、はっきり言って、意識を変えるのは非常に難しいです。ある一つ

の組織が、ロールモデルを作ることなのです。ロールモデルを作ることが一番簡単

なのですよ。

県庁は公の組織ですから、県庁の中において、先ほど私皆さんに申し上げたので

すけれども、女性活躍推進といっても、女性がポリシーメイキングといったポジシ

ョンであるとか、人材育成のポジションにほとんどついていないですよ。はっきり

言えば、県議会でいわゆるひな壇にいるのは大体全部男です。そうすると、最初に

皆さんに申し上げたのですが、うちの町では、私が町長に就任するまで女性が昇進

昇格するに当たって、男に必要な年限プラスアルファがあって、上がれないような、

そういう内規があったのです。そうすると、県庁においてもそういうふうな内規が

あるのではないかということになってくるわけです。おそらくそういうのを聞いた

ら、いやそんな内規にありませんよとなる。ではなぜ県庁の中において、女性がポ

リシーメイキングであるとか、人材育成のポジションに就いている割合が非常に低

いのですかと、そう説明してもらえば一番よいわけですよ。要は県庁がロールモデ

ルの役割を果たしてくれればよいのです。新しく選ばれた鈴木康友さんがどういう

ふうな考えをお持ちなのか。それを示した上で、それを実現するような形にすれば

よいのです。

要は鈴木さんは選ばれた人間です。選択された人間です。私も選択された人間で

すけれども、職員の方は、試験選抜です。選挙選抜と試験選抜は全く違うわけです。

選挙選抜で選ばれた人間が、女性活躍推進に関して、どういうふうな考えをお持ち

なのか、単純な話、その原理が働くためには、てこの原理を働かせるしかないわけ

ですよね。ぶれない、崩れない、それから曲げない。これでやればよいのですよ。

だから今言ったように、県庁において女性職員がそういうポジションにいる人が少

ない、これはなぜなのですかとやれば、答えは出てきますよ。

あとはそれに基づいて、新しく選ばれた鈴木康友さんがどういうふうな政策をする

のか、そのポジションに女性を就ければよいだけです。
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うちの町では、組織の仕組みを作る筆頭課長の総務課長は女性です。女の人にや

らせればやります。女性の議会答弁は見事なものです。だから、女性をそういうポ

ジションに就けるということを、一つのロールモデルとして県庁がやればよいので

す。県庁が今そういうものがないと言うなら、なぜそういうふうな状況になってい

るのかを説明してもらえば一番よく分かります。県庁そのものが変われば、ロール

モデルが県庁になればよいのですよ。本当にそれだけのことなのです。

だから、意識の改革というのは、非常に難しいですよ。ほとんどできません。そ

れよりも、トップがやる。それだけ。変わります。そういう組織を作る。そのため

には、公の組織である県庁がやればよいのです。

ぐちゃぐちゃ言っていても総花になって、それで終わりになってしまうと、私は

思います。非常に乱暴な意見かもしれませんが、自分がやった経験から言うとそう

なります。そうすると、本当に地域が動きますよ。

（白井委員長）

ありがとうございます。

県庁のことでいうと、残念ながらこの場に知事や人事に関する課が出ておりませ

んので、なかなか直接的な議論ができないのがもどかしいところですけれども、ぜ

ひ事務局の方で御検討いただければと思います。

それでは、先ほど御指名させていただきました国保委員、お願いできますでしょ

うか。

（国保委員）

静岡県立大学の国保祥子です。よろしくお願いします。

本件に関して、私が提案というか意見として述べたいのは、課題の可視化をする

ということが重要ではないかと思っておりまして、そのためには、まずは幾つかの

データを提示する必要があるかなと思っています。

具体的にどういうデータかというと、一つは男女の賃金格差に関するデータを公

表する、静岡県の企業でまとめて公表するということはいかがかと思っております。

すでに 301 人以上の企業は公表義務がありますので、そうしたすでに公表している

データをいただいたり、あるいは 300 人以下であれば新たにデータを作っていく必

要があると思うのですけれども、そういった静岡県の企業の状況をまずはデータと

して可視化するということが必要なのではないかなと思っております。その中に、

賃金の割合だったり、新卒採用における男女の割合だったり、そういったものを見

せていただいて、それをサイトなのかＰＤＦ冊子なのか、何かにまとめていただい

て、県内の各大学のキャリアセンターなどの新卒採用の現場に、そのデータを提供

するということを検討していただきたいなと思っております。

すでにあるデータを生かしつつ新たにデータを取りつつ、それを静岡県という枠

でまとめたものをぜひ採用の現場に提供していただきたいというのが私からの提案

でございます。御検討よろしくお願いします。

（白井委員長）

ありがとうございます。

ちなみに今、労働雇用政策課の方はいらっしゃいますか。データについての現状

は分かりますか。
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（労働雇用政策課）

今日は課長の代理で出席しているものですから、私から回答できることはござい

ませんので、回答を控えさせていただきます。申し訳ありません。

（白井委員長）

それでは持ち帰ってぜひ検討をお願いします。

それでは田中委員お願いできますでしょうか。

（田中委員）

中小企業団体中央会の田中と申します。本日はよろしくお願いいたします。

先ほどの参考資料１の１から４までということで、全般的にこういう進め方とい

うのは、必要であるし、括りの仕方はこういう形がよいのかなというふうに、私も

思っています。

まず最初に、冒頭に男性の育休の話がありましたので、そこを少し経験上のとこ

ろでさせていただきたいと思いますが、私どもの組織の中でも男性で育児休暇取っ

てる人間がおります。

先日も男性の職員が私のところに来まして、今度子供が生まれることになります

と、非常に笑顔で報告をしてくれました。合わせて、ぜひそのときには自分も育児

休暇を取りたいという話がありまして、それはぜひしっかり取ってくれというよう

な話をしました。

実は過去、育休を取った男性職員にお願いをしているのが、毎月１度全体の朝礼

がありますので、その朝礼の席上で、この男性の育児休暇はどのようなことをした

のか、そしてどのような印象を持ったのか、要するに子供を育てるということに対

して、どうしたのか、どのような感覚を持ったのかというふうなことを、全員の前

で話をしてもらう。こういうことをルールづけをしております。

これには二つ意味がありまして、一つは育児休暇を取得して、実際に育児を経験

するということについて、男性の視点から発言をしてもらいたかったということが

あります。それからもう一つは、私どもも職員数が少ないものですから、どうして

も育児休暇を取るということになりますと、その周辺の職員に影響が出るというこ

とで、それに対する感謝の意味も込めて、そうしたことをやるというふうなことが

大事だと考えています。取る側、送り出す側の両方が、こうしたことに対して、実

体験に基づいた認識を持つということが大事だということを、改めて伺っていて感

じたところでございます。

それから２点目でございますけれども、全般的なお話になって大変恐縮なのです

が、やはり私も、先ほど恒友委員がおっしゃっておられましたが、トップが強い意

識を持っていくということが大事だと思います。

この男女共同参画ということについては、企業理念というものを企業は持ちます。

これは、社会に対してどういう責任を負うか、自分たちの仕事を進めた中で、世の

中にこうあって欲しいということを理念として掲げます。

これはただ自分たちの本業を主体として、この業務を遂行するに当たって、社会

的にこういうふうな役立ちをしたいというところを企業理念として掲げるのですけ

れども、やはりこれにプラスして、こうした男女共同参画のような広く社会全般に
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対する責任、これも企業理念の中に加えていくということがやはり大変必要だとい

うことをつくづく感じているところでございます。

従業員が企業理念に基づいて、自分の仕事が、社会の中でどれだけ役に立ってい

るかということを認識するための拠り所としてこの企業理念というのがありますの

で、こうした大きく変わる社会の中で、そして企業理念に基づいて、自分がどのよ

うな仕事をしていきたいというところをしっかりと理解していくということが必要

であるのと同時に、経営者自身が、我が社は自分たちの仕事を、あるいは職場環境

を通じてこの男性女性関わりなく全員が、幸福になれるような企業を目指しますと

いうなところを、経営者自身が、企業理念の中にしっかりと明確に打ち出すという

ところが、やはりまず大事ではないかなという感じがいたします。

これだけいろいろな方々が、あるいはいろいろな立場の方が、この男女共同参画

に対して大変な努力をしてきているわけですが、なかなか遅々として進まないのは、

過去、これまでの男性中心の中でやってきた成功体験、これがやはり一つ大きな壁

になっているというふうに感じます。

例えばダイバーシティ経営の重要性。これはもう企業経営の中でも、人がいない

社会の中で、いろいろな方々の知恵あるいは力を借りながら、企業経営を進めてい

かなければならないという社会になってしまっている。「なってしまっている」と

いう表現は良くないかもしれません。そういう社会に変化している。

そういうところは理解していながら、なかなかそうしたところに合わせた労働環

境が進められない、確保できないというのは、いろいろな方とお話をして、私も若

干そういうところはあるのですが、過去の成功体験にどうしても引きずられている

というところがありますので、そこを打ち破るためには、やはり自らが新しい時代

に向けて、我が社はこういうふうなことをやってくのだという理念を持つことが必

要ですし、そうしたところに対して、いかにアプローチするか。非常に曖昧模糊と

した言い方になってしまい恐縮ですが、やっぱりそういうところが必要だろうと思

います。

あともう一つは、子供からの教育がやはり必要なのだろうというふうに思います。

今の時代の中で、男性女性関係なく、社会の中で役に立っていこうという理念を、

子供の頃から持たせるための教育、いろいろなことをおやりになっていると思いま

すけれども、やはりここも大変重要になってくるかなというふうに思います。

それから最後にもう１点ですが、子育てというところの中で、ワークライフバラ

ンスの点もそうですし、それから労働環境整備、それから男性の育休の問題もそう

なのですけれども、子育ての問題の中で男性の役割、女性の役割というふうな視点、

これも大変大事だと思うのですが、私はできれば、これも曖昧模糊とした表現で恐

縮ですが、両親としての支援、どちらがどうではない、両親なのですから、親とし

ての視点というところを持たせていく、これがやはり女性と男性が平等に自分の子

供に対しての責任を負うというところの重要性をこの両親という言葉の中で、何と

か持たせるような、そういうふうな施策があればよいなというふうなことを感じて

おります。

大変雑駁な曖昧模糊としたところで恐縮ですけれども、やはりそうしたベーシッ

クな部分をもう一度、この１番から４番まである個別の議論とは別に、この５番目

の話なのかもしれませんが、やはりそういったところの視点をもう一度見直すとい

うことも、会議の中で議論されてはいかがかなというふうなことを感じました。以

上でございます。
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（白井委員長）

私からも一つデータを御紹介させていただきたいのですが、働き方について静岡

大学のデータを御紹介します。

静岡大学の就職状況を見ますと、静岡大学は県内と県外の出身者が大体半々なの

ですけれども、就職状況については県外に就職する学生が３分の２になっています。

つまり、静岡を去る学生の方が多いということです。

また、就職先で見てみますと、３分の１が公務員になっています。もちろん進路

選択については個々の決定になるわけですけれども、実感的なところでは、一生の

働き方を考えたときに女性が企業を選べないというようなことがあるようにも感じ

ています。

こういうところで、静岡県からの人口流出のことだったり若年層の人口、特に女

性の流出が多いということを見てみると、本当に危機的な状況なのではないかと思

いますし、大学から学生を送り出す身としては、学生自身の意思決定、学生自身の

幸せが最大なので、特に県内にいて欲しいとか、そういうことはしていないわけで、

やはり選べないというのが現実的なところかなというふうに思います。データを御

紹介させていただきました。

工藤委員にお伺いできたらと思ったのは、ひとり親、母子家庭は父子家庭より多

いわけですが、所得で見ると、世帯一人当たりにすると、高齢者世帯より低いのが

母子家庭の現状ですけれども、そういったところから働き方や、雇用の問題につい

て何か御意見ありますでしょうか。

（工藤委員）

工藤です。お願いします。

母子家庭については、８割以上の方が就業しているにもかかわらず、半数が非正

規であるという状況です。子育てしている間は時短で働いていて、だんだん手が離

れてきても正規労働者にはなれずに、そのままダブルワーク、トリプルワークをし

ている方が多くて、低賃金のまま働かれているという状況です。

父子家庭については、支援をしてくれる方、家庭の中でも祖父母に預けられると

か、そういうふうな形で生活ができている方については、所得が多いわけなのです

けれども、子育てについて支援が受けられないような方とか、会社でお休みが取れ

ない方ですと、賃金が安くなってしまって、父子家庭については格差が生まれてし

まっているような現状があります。

（白井委員長）

他に、「企業等における女性活躍の一層の推進」という柱について御意見がある

方はいらっしゃいますか。

村上委員、お願いします。

（村上委員）

はい。村上です。お願いします。
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賃金格差に繋がる、役職に就いている女性が少ないということについて、提案に

なるかと思うのですが、もっと人事の方と頻繁に面接をして、職員の意識を確認す

ることが大事ではないかなと思います。

例えば、こういう仕事に就きたいと思っているとか、もしかしたら自分が目指し

ていることと違うことを今やっているけれども、もっと私はこういうところをやり

たいということを確認したり、それによって人材発掘にもなりますし、今は無理だ

けれども育てていく、仕事を身に付けていってもらうということ可能ですし、本人

も何年後にはこうやってもらいたいということですかということにもなると思いま

す。

もしかしたら昇格したくないと思っている女性もいるのかなと感じることがある

のですが、それは何なのか、そういう意識を生んでしまっている要因は何なのかと

いうことも聞き出して、ではこうしたらよいのではないかという話もできると思い

ます。

時々面接するだけでは本音が出てこないところがあると思いますし、新たな人材

発掘ということを考えますと、頻繁に経営者と職員の方が面接を行ったら、もっと

女性が活躍する場面が増えるのではないかなと思います。

（古畑委員）

古畑です。

今回のこの意見交換シートの３の四つ目の関係なのですが、キャリア中断のとこ

ろに管理職登用の遅れとありますが、キャリア中断の１番の理由というのは離職と

いうのが大きいと思うので、その点を明示した方がよいかなと思います。

一つには確かに望まない離職を防ぐというのは必要なのですが、やはり出産育児

とかで一旦離れてしまった人というのが現実にいるので、そういう人に対する施策、

もしくは若いときに憧れとかもあって大都会で働きたいという人たちが、何らかの

事情で、離婚や合わなかったとか、いろいろな事情で郷里に帰ってきている人とい

うのはたくさんいるはずなので、そういう人たちに対して、正社員としての就職の

機会を提供するというような施策が有効だと思います。

資料でもＭ字カーブの曲線から静岡県の方が若干後ろにずれているというのは、

そういう事情もあるのかなと思いますので、公務員にしろ、企業にしろ、昔の終身

雇用制のような考え方にこだわることなく、キャリアについてもう少し柔軟に考え

て、そういう方を正社員として登用するというような施策を、県としても推し進め

るというのが、いろいろな意味で問題解決の一つのアプローチではないかと思いま

す。

（白井委員長）

ありがとうございます。

この分野について、よろしければ先に進ませていただきたいと思います。また、

県の方で、施策に反映させていただければと思います。

次に、２番として挙げられています「誰もが安全・安心に暮らせる社会の実現」

ということで、御意見をいただきたいと思います。何かありますでしょうか。

では口火を切って、私の方から一委員として、意見を言わせてください。

この安心安全のところについては、二つ意見があります。
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一つは最後のところに書いてあるＬＧＢＴ理解増進法に関連したものですけれど

も、性の多様性についてなのですが、具体的に直接的に言うと、県の今のパートナ

ーシップ制度について、ぜひファミリーシップへ格上げというか、拡充していただ

きたいというのが１点です。

県内では、富士市と湖西市のみファミリーシップ制度を市として制度化している

というところで、御存知かとは思いますが、パートナーがある程度オーソライズさ

れるような形でパートナーが認められても、子供ともう一人の親との関係が大変不

安定であるということが生じますので、全体としてしっかり自治体としてできる範

囲の最大限のところをオーソライズしていくような制度を県として進めていただき

たいというのが１点です。

２点目に、生活上の困難を抱えた女性等への支援ということについて申し上げま

すと、この４月から国の方では困難な問題を抱える女性への支援と、また妊産婦等

生活援助事業というのが始まりました。ただこれについては、県の方では最低限の

計画というのは作ったところかと思いますけれども、実際的な事業の委託ですとか、

見える形で進んでいないところがあるかと思います。

また妊産婦等生活援助事業については、その前のところから国の方で走っている

産前産後の母子支援事業についても、県の中では受託がありませんでした。ですの

で、この部分についてより積極的にどのように施策を進めていくかということにつ

いて、具体的に検討していただきたいというのが２番目の意見になります。

私からは以上です。

他にこの分野につきまして御意見ありますか。

工藤委員お願いします。

（工藤委員）

ひとり親家庭というところで発言させていただきたいのですが、現在のひとり親

になる経緯として、離婚が８割になっています。その残りの２割についてが、５年

前とだいぶ変わってきていまして、５年前は７％の方が死別だったのが、５％に減

っています。そこの部分で、離婚と死別ではない方が増えていて、やはりひとり親

についても多様性という部分が出てきています。

そういった方たちが、困難を抱えた女性という形でカテゴリーされるのかなとい

う部分があって、その人たちも安心して暮らせるような支援が具体的に出てきたら

よいのかなと思っています。

（白井委員長）

ありがとうございます。

他に何かございますか。よろしいでしょうか。では次に進みたいと思います。

１として挙げられました、主に意識の改革のところについて、御意見いただけま

すでしょうか。

（川内委員）

静岡新聞の川内です。

先ほど田中委員も少し触れられていたのですが、私もやはり学校現場で、いろい

ろな気づきとか教育とか、男女共同参画の意識を高めるのが大事で、意味があると
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思っております。例えば、自分の家庭のおかしさに気が付いたりとか、それから自

分を取り巻くいろいろなところで、例えばお父さんそれおかしいんじゃないのとか、

お母さんおかしいんじゃないのって、大人に気づきをもたらすことにも繋がるのか

なと思います。

やはり最前線の企業がいろいろと直面することだと思いますが、基本的なところ

の地域の考え方とか、例えば実際に感じているのは、静岡県を含んだ地方というの

は、女性が補佐的な役割でよいというような認識があったりとか、会社でも先ほど

の賃金の格差とか管理職登用の男女格差とかもあって、なかなか女性がやりがいや

自己実現ができる環境というのが整っていないと思います。やはり地域の意識の高

まりが基本的なものになるので、その中で、学校は大事かなと思います。

先生方たちも働き方改革とか大変だと思いますし、何でも学校に押し付けるよう

なことは大変だと思います。例えば出張授業とか、先生の負担も考えつつ、その前

提として、今実際に学校で男女共同参画についてどういうことをやっているのかと

いうことを見直さなくてはいけないと思うし、その学校教育の内容にも関わること

だと、外部から、知事部局や企業などが学校現場の中に入って、どういうことがで

きるのかというのはちゃんと考えなくてはいけないと思います。

少し全体的な話になるかもしれませんが、この前、女性の流出は悪ですかという

記事が出ていてちょっと目にとまりました。女性の場合は流出と言われてしまう。

男性の場合は転出です。女性がそういう自己実現できる環境が地方にないから、自

分のやりがいとか自分自身のために東京に出たくなる。その基本にある、先ほど言

った地域の意識とか閉鎖的な考え方とかに問題があるとすれば、子供にスイッチを

入れるというのは、基本というか、長い目で見て、地域力とか意義があるのではな

いかなと思います。

（白井委員長）

ありがとうございます。

学校ということで、寺田委員、何か御意見ありますか。

（寺田委員）

今、学校の話が出ましたので、私は中学校現場なのですけれども、教科の窓口で

言うと、社会科、保健体育、家庭課、それから養護教諭等々のいろいろな指導支援

の中で、やはり、男性と女性の特性とか、それから社会科においては、育児につい

て、女性の方が時間が多いのはどうしてだろうというようなことも、課題に挙げな

がら議論をするといった授業も増えています。

それから出前授業でいうと、いろいろな団体からこういうことができますよとい

うアナウンスが、チラシやメールなどで来るので、専門的な方のお話を聞く機会は

本当に５年 10 年前に比べたら増えているのかなと思います。

４のところの女性の参画にも関わるかも知れないのですが、静岡県は、人事登用

のところで女性の参画というところを重点項目に入れていて、随分伸びています。

どこの市町もそうと思いますが、昔は、男性の校長先生、男性の教頭先生という感

じが一般的だったところが、最近は女性の校長先生、女性の教頭先生というのが一

つの学校にいるということが増えてきています。最初は保護者の方も、みなさん女

性なのですねといった声もありましたが、視覚的にも構造的にもそういったところ
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が増えてくことで、男女それぞれの良さを出しながら、一つの組織として伸ばして

いくというところでは、だんだん見慣れた光景になってきているのかなと思います。

そういう意味では、先ほどもありましたけれども、やめない、ぶれないというと

ころで、私たちも動きを止めないで行きたいなと思っております。

（白井委員長）

資料の中で、男女共同参画センターやＮＰＯのことが挙がっていますので、下位

委員や道喜委員、何かございますか。

（道喜委員）

浜松市男女共同参画・文化芸術活動推進センターの道喜です。

男女共同参画センターというのが挙がってたので、意見を言わせていただこうと

思っていました。ありがとうございます。

私が勤めているあいホールは、西部エリアの男女共同参画の中心機関であると思

いますけれども、静岡県で見ますと、あとは、静岡市にアイセル 21 がありまして、

県としては下位委員がいらっしゃるあざれあがある。そういうことでいくと、セン

ターとして建物を構えているところはこの三つということになります。そうすると、

地域にかなりのアンバランスさがあるというのは、常に日頃から感じているところ

です。

特に東部とか、他の市町にいくと、机が２個だけで男女センターですというとこ

ろもありますし、そもそもそういった位置付けがないところもあるかなというふう

に思います。そうすると、今、いろいろな課題などが挙げられていますが、男女セ

ンターでは結構取り組んでいることが多かったり、先ほど寺田委員がおっしゃって

いた出前講座だったりとか、専門家として、いろいろな第三者としてお手伝いがで

きるかなというところで、どれだけ利用していただいてるのかな、それからこちら

もどれだけ情報発信ができているのかなということを思っております。

男女センターというのは、全国的に見ても予算が削られたり、それから統廃合が

進んでいるという喫緊の課題があります。その一方で、これだけ課題があると、社

会生活を営むところには全てジェンダーの課題があると言われているのに、こうい

った活動自体が狭められているという現状を御理解いただければというふうに思っ

ています。

それからあともう一つ、いろいろな課題にも関係あるかなというふうに思います

が、特に困難を抱える女性の支援等をやっていきますと、やっぱり昨今困難を抱え

てるという人が目に見えての形では分かりにくい。その人が困っているという状態

は、見かけでは分からない。それから複合困難を抱えている。困難をどうやって解

決しようかと考えても、食べ物を渡せば済むのか、生理用品を出せば済むのか、か

なり複合的なことになっています。そうすると、やはり地域団体やＮＰＯ、それか

ら学校、行政、あらゆるところと連携を取っていかなければいけないということが

多々あるのですけれども、具体的に誰がどこで何をやっているかがよく分からない。

地域活動もたくさんの方がされてるかと思うのですが、その地域団体がどういう強

みを持ってどういう専門家がいて、どういう支援をするのかというのが分からない。

こういうことも、本当は男女センターや行政というところが取りまとめるとか、

どちらかの団体にお任せするというのが良い形かなと思いますけれども、こういっ
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たところを集約するところがないなと、これも常日頃思っているところで、やらな

ければいけないなというふうに思っているところです。

それぞれの団体がそれぞれの経営資源があって、限られていると思いますので、

お互いの強みを照らし合わせながら、つなぎ合わせながら、こういった一つ一つの

課題を解決するのがよいのかなと思いますし、成功体験を作るには小さな成功を作

っていかなければいけないので、そういった具体的に今すぐできることというのは、

取りかかりたいなというふうに考えています。

（下位副委員長）

静岡県男女共同参画センターあざれあの下位でございます。

男女共同参画を推進する講座等をやらせていただいておりますが、最近では、相

談事業自体はうちのセンターではやっていないのですが、女性は優遇されていると

いう考え方の方がいらっしゃるんですね。

女性相談はすぐにたどり着くのに、男性相談は一日中電話しても出てくれないと

いう苦情がセンターの方にあったりとか、講座自体が「女性のための」というのが

付くものですから、何で男性のための講座はないのかということで、そういうおし

かりの言葉もいただいたりしていますので、やはりこの男女共同参画の推進と言い

ますけれども、それがどこまで県民の方に分かりやすく伝わっているのかというの

は、来年度は、重点的にやっていきたいなと思っています。

国の政策の中で、男とか女とかではなくて、人と人というようなテーマがあった

ときがあったのですが、男女共同参画自体が男とか女ではないといったところにま

た戻ってきていると思います。なので、名称が大変分かりにくい。なぜ男とか女で

はないのに、そういった計画なのかといったところで、中に入る前に、気になって

しまう方もいらっしゃいます。

最近、自分が所属する団体で、学校の方に読み聞かせということで、性教育の絵

本などを読んだりしたのですが、小学校だったのですが、もう断然男はかっこいい、

女はかわいいに決まっているのです。どちらの生き方とかではなくて、男はかっこ

よくなければ男ではないというのが小学生の中で決まり文句になっている。この知

識は誰が教えているのかなとなると、もちろん学校ではないと思いますので、やは

り家庭とか、あとは雑誌とかテレビで放映される内容ですね、そういうところから

すごく影響を受けていて、小学校時代にずっとそれを持っていて、やっと中学ぐら

いになって男女共同参画の授業を受けるとなると、そこの気づきが大変遅い。

やはり家庭の中で、親との日常の会話の中で、いまだに、女の子がそんなに勉強

すると結婚してくれる人がいないわよとか、女は少しぐらいとか、それはもう随分

前のことだと思っていましたが、最近でもそういう会話が家庭の中でされるような

ので、そこのところをセンターとしてどうやって推進していくか、委員の皆様の御

意見は大変参考になりますけれども、やはり根本のところから示していかないとい

けない。それと、トップの方たちが変えていきたいという意欲がないと、こういう

計画や制度があったとしても、なかなか日本は変わっていけないのではないかと昨

今思うようになりました。

本当に皆さんの御意見はもっと言っていただいて、それを公表するということが

とても大事なことかなと思います。今後ともよろしくお願いします。

（白井委員長）
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ありがとうございます。

他にこの意識の部分について御意見ございますか。

（鈴木委員）

論点がずれてしまうのかどうか分かりませんが、「誰もが安全安心に暮らせる社

会の実現」というところで、言い忘れてしまったのでよろしいでしょうか。

田村委員がお見えになっているものですから、ぜひお話を伺いたいのですが、い

ろいろな会議でこの男女の問題のときに、地方自治の危機管理、リスク管理の話で、

自治会の運営という話が必ず出ます。当然のことながらというのも違うのかもしれ

ませんし、違うところもあるかもしれないですが、力仕事が多いので男性中心に運

営して、女性はもうほとんど役員にいない状況です。

防災訓練なども、これはまさに力仕事なものですから、これは男性と女性の本来

持っている特性にくっついているものなのかなと思うのですけれども、先ほどから

言っているように、その運営とか企画というのは、女性の参画の余地がいっぱいあ

ると思います。

ここら辺は、せっかく田村委員がいらっしゃるので、今、地方自治でそういった

ことが問題になっていると思いますが、今は男性が中心になって運営されていると

思うのですが、考え方を教えていただきたいです。

（田村委員）

別に何も問題ありませんよ。女性をそのポストに就けて、やらせればよいのです。

なぜそんなふうに考えるのか。今、鈴木委員から話がありましたが、何も問題ない

ですよ。そのポジションに女性を就けて、やらせればよいのです。それだけです。

大きくは役場が入りますが、自治会の場合はなかなか難しいので、女性を登用す

るようにやっていくしかありません。

（鈴木委員）

なかなかそうなっていませんよね。

（田村委員）

具体的にはそうはなっていませんけれども、４番目の政策・方針決定過程とかに

ありますが、そういったポストに女性を就けてやらせる。最終的にはそういうこと

になると思います。

（鈴木委員）

まずは女性の意識の問題ということでしょうか。

（田村委員）

だから、そういうことを言っていると時間がかかって仕方ない。

（鈴木委員）

やらせても、やりたくないとなってしまいますよね。

問題が、男女共同参画の概念の原理原則の部分になってしまうので、答えはない

と思いますが、双方向ということですね。
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（古畑委員）

女性が実際に断る場面があったとしたら、それは女性自身にバイアスがかかって

いて、それに縛られてる部分があるというのは、みんな認識としてあるし、そうい

う認識があるということを、そうだからということで、現状を変えない、女性が断

ったからという理由になるのは、議論が進まないので、この場で話すべき話ではな

いと思います。

それは施策に反映させるべきなので、積極的な政策の提案としておっしゃってい

ただくのが良いと思います。

（白井委員長）

個人的意見としては、いきなり断るのではなくて、どうして断ったのか、どうし

て断りたいのかということが大事で、家庭責任のこととかがかなりあるので、断り

たくなる理由を突き詰めていけば、改善点が見えてくる感じました。

４番は「政策・方針決定過程の場やあらゆる職域への女性の参画拡大」というこ

とで、地域社会のことも含む内容ですが、何かございますでしょうか。

船戸委員、お願いできますか。

（舩戸委員）

皆さんの意見を伺いまして、大変参考になりました。

意識という問題は、先ほどから出てきていますが、自戒を込めて言うならば、大

学での教育ということを、こういった男女共同参画に向けての意識改革というのは、

大学生にも教えていかなくてはいけないことだなということを、私は社会学の授業

をやっているのですが、常々思っています。授業の中で、現実にこういうような雇

用における差別の問題であったりとか、格差の問題があるということを教えるので

すが、それをどうするのかという点については、そこまで教える時間がありません。

一方、こういったものは多分キャリア支援という形で、大学の授業として教えて

いくべきことだと思うのですが、残念ながら本学、他の大学もそうかもしれません

が、内定を取るために必要なことしか教えないので、意識という点においてまで、

このキャリア支援という中でも、学生に伝えることができてないなということを思

います。

だから、企業に入ってからいろいろ実践されているということは、この会議を通

じてよく分かっているのですが、それ以前に、教育の現場で、そういうことを教え

ていかなくてはならない必要性をすごく感じています。

感想めいた話ですが、以上です。

（白井委員長）

ありがとうございます。

今の４番のところで、船戸委員の方から地域社会やまちづくり、例えば町内会や

自治会など、そういったところについて、計画に反映すべき御意見というのはあり

ますでしょうか。

（舩戸委員）
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地域社会についての提案ならば、特に自治会の人たち、担い手というのはほとん

ど男性ばかりで、中山間地域について言えば、女性が自治会長をやるということは

ないと言ってよいと思います。

今後の少子高齢化という人口減少を考えたときに、やはり女性の活躍というか女

性の担い手というのは絶対に必要になってくるので、そういったときに、男性を中

心とする考え方を持っているという点は、むしろ自ら自分たちの首を絞めていると

いうか、女性の活躍を阻害しているということにもなり得るので、人口減少の問題

において、女性の積極的な進出というか、活躍を男性側が支援していくということ

が大切だなというふうに思いますし、そういった辺りを盛り込んでいただけるとあ

りがたいなと思います。

以上です。

（白井委員長）

ありがとうございます。

他に、４番のところについて何か御意見ありますでしょうか。

（田村委員）

先ほど鈴木委員が言われた問題についてなのですが、自治会に女性の役員をどう

やって登用しますかということについて、うちの町の例でいうと、女性を町内会長

や自治会の会長副会長などに登用した場合には、金をどんと差し上げますよという

ことをしました。

うちの町には四つ地区があるのですが、女性登用にお金という形でインセンティ

ブを与えて、その結果として、ある地区では、町内会長に女性が必ず出るようにな

りました。

登用の仕方というのは非常に難しいと思いますが、何らかのインセンティブを与

えると、女性に会長になってくださいとなる。だから、女性を登用しやすいように、

何かインセンティブを与える。そんなことをやっていかないと、なかなか進まない。

女性を登用しないところは、お金がいかない。女性を登用するところにはお金がい

く。そういった形で実際にやっています。そうすると、先ほど申し上げたように、

ある地区では、女性がどんどん町内会長になっています。

地域には女性でないと分からない問題がありますから、そういった方たちが集ま

っていろいろな話をして解決しているということが結構あります。

（下位副委員長）

田村委員にお伺いしたいのですが、自治会についていうと、自治会名簿に名前が

出てくるのは世帯主なので、女性がほとんど名簿の中にいないですよね。マイナン

バーカードについても、マイナンバーなのに、世帯主のところに来て、妻や子供も

そこにつながっています。そういう中で、自治会長になってもよいと思う人もいる

のですが、名簿上だとなかなか出てきません。そこら辺はどうされていますか。

（田村委員）

名簿上がどうこうではなくて、町内会長や自治会長についても女性の方から手が

挙がってきます。女性が手を挙げて入ってきます。一人二人、三人四人となってく
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ると、今度はそういう人たちで集まって、地域におけるいろいろな、女性でなけれ

ば解決できない問題とか、協議をやっています。

（下位副委員長）

ありがとうございました。

自治会等の名簿に女性が入ってないということは、自治会に参加していないとい

うことなので、地域の問題としてあるのではないかなと思って質問させていただき

ましたが、そうやって進んでいる町もあるということですね。

（白井委員長）

質問ということでしたが、世帯主のお話はやはりいろいろ阻んでいるところがあ

ると思いますので、意見として盛り込んでいただければと思います。

よろしければその他ということで、何か包括的なことでも漏れたところでも御意

見はございますか。

（藤崎委員）

藤崎です。

これは前の四つのところにどう絡めてよいか分からなかったので、その他のとこ

ろで発言させていただきますが、災害時の対応ですとか、避難所の運営に対して、

女性がもっと参画するべきだと常々思っています。

私は東伊豆町在住で、伊豆半島です。昨年の能登半島の大地震のときの避難所の

こととか、いろいろな問題で、能登半島と伊豆半島は少し似たような地形ですし、

南海トラフの心配がありまして、すごく切実な問題になります。

災害時に実際に避難するのは、半分とは言えないかもしれないけれども、女性が

多くいるわけですから、災害時についても、男女共同参画の取組をお願いしたいと

思います。

私、こちらに移住してくる前は千葉県の習志野市というところだったのですけれ

ども、そちらは 13 年前の東日本大震災のときに大きな被害を受けまして、その避難

所で、やはり一番大きな問題はトイレの問題になるのですが、女性がすごく危険な

思いをしたということを実際に聞いておりますので、ぜひこの点を取り上げていた

だきたいと思いました。以上です。

（白井委員長）

ありがとうございました。

私もそこに一つ意見があります。私は静岡大学のジェンダー研究所の所長してい

るのですが、今年度静岡県内の自治体に対して、ジェンダー視点での防災訓練や防

災計画はどのようにしているのか、調査をさせていただきました。その結果をまた

県の方に上げていきますので、ぜひ計画の方にも盛り込んでいただけたらと思いま

す。

御意見ありがとうございました。他に、その他として何かございますでしょうか。

（道喜委員）

道喜です。
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浜松市の男女共同参画基本計画の中でも取り上げてもらうようにお願いしたので

すが、男性支援ですね。どうしても今価値観が大きく変わっていたり、家族、家庭

観も変わっていく中で、生きづらさを抱える男性がたくさんいらっしゃって、先ほ

ど下位委員もおっしゃられましたけれども、うちでも男性相談はかなり件数が上が

っています。

具体的に何がというよりも、もやもやを抱えている方々、価値観が変わっていく

中で、どうやって生活していったらよいのかというな相談が多いかと思います。そ

れから結婚だとか、働き方ですね。男性も正社員になれるとは限らない時代になっ

ていく中で、まず結婚ができない彼女ができない、例えば将来の不安とかがありま

す。

こういったところでも、男性支援というのは、男女共同参画を進めていく中でも、

大事な柱の一つになるのかなと考えております。以上です。

（白井委員長）

ありがとうございます。

性暴力ということでいうと、先日福岡県に伺ったのですが、福岡県の性暴力被害

者支援センターでは男性で被害に遭った方へというふうに、きちんとホームページ

を一つ作って、ＬＧＢＴで被害に遭った方へというページもあるのですが、全ての

方が対象だと思うのできちんと明示されているのですけども、静岡県はまだまだそ

このところが足りないのかなと思いました。

私も委員として、その他のところで意見を言いたいところがあるのですが、先ほ

どから鈴木委員や下位委員もおっしゃっていたと思う男女という言葉について、意

見を言いたいなと思いました。

条例が基になっているので、この計画の名称について変えるのは難しいというこ

とは分かってはいるのですが、多分委員の皆様もいろいろ感じていらっしゃるよう

に、男女というふうにカテゴライズしておいて、両方ともとか全ての人がというの

はなかなか無理があるなというふうに思います。ある意味、この言葉自体がステレ

オタイプを再生産しているような危険さえ感じるところです。

例えば、セクシュアルマイノリティという言葉が適切か分かりませんが、性の多

様性ということでいうと、今バイセクシュアルという言葉は、パンセクシュアルと

いう言葉に置き換わってきています。男女と二つに分けておいて、両方とか片方と

か一つとか、同性とか異性とかというふうに分けること自体が、差別の再生産にな

るわけなので、全てのということで「パン」というふうに言います。なので、でき

れば希望としては、「男女が」ではなくて、一人一人が、全ての人が、というふう

に置き換えられていくような、今も議論していても、男性がというと、いやいや女

性もとなるし、女性がというと、いやいや男性もというふうに、補わなくてはいけ

ないような話の仕方はすごく困難ですので、かといって一方では、アファーマティ

ブアクションが必要だというような意見もあると思いますので、難しいところです

けれども、一人一人がというふうに、言い換えられていくような計画を、５年間と

いう長い計画なので、やはり名称から、少し検討していただきたいなというふうに

思います。

他にございますか。また何かございましたら事務局の方にお届けいただくとして、

ここで閉じさせていただければと思います。
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それでは全ての議題が終了いたしましたので、進行を事務局にお返しします。よ

ろしくお願いします。

（司会）

ありがとうございます。

本日は、長い時間にわたり活発な御審議をいただき、ありがとうございました。

本日いただいた御意見等を踏まえて、次期基本計画の策定に努めてまいりますので、

今後も、皆様方の御支援と御協力をよろしくお願いします。

それでは、閉会に当たりまして、くらし・環境部長の池ケ谷より、一言御挨拶い

たします。

（池ケ谷くらし・環境部長）

くらし環境部長の池ケ谷でございます。

委員の皆様方におかれましては、日頃から、男女共同参画施策の推進につきまし

て、御理解御協力賜り、この場をお借りして御礼申し上げます。

また本日は、次期計画の策定につきまして、貴重な御意見をいただきました。計

画の策定に当たりましては、御意見をしっかりと踏まえて進めていきたいと思いま

す。

主な意見といたしまして、意識を変えるためには企業トップの強力なリーダーシ

ップが必要ですとか、田村委員からも県庁がロールモデルとなるべきではないかな

どの御意見をいただきました。確かに吉田町と比べると、県庁の管理職、部長級の

職員には女性が少ないということでございますけれども、その辺の所管としては経

営管理部になりますが、理由と言いますか、その辺はしっかりと分析をしていきた

いというふうに思います。

今後は、計画策定は部会を中心に進めていただくということになりますけれども、

委員の皆様方におかれましては、引き続き御指導御鞭撻賜りますようお願いを申し

上げまして、私からの挨拶とさせていただきます。本日は、誠にありがとうござい

ました。

（司会）

以上をもちまして、第 48 回静岡県男女共同参画会議を閉会いたします。

先ほど委員長から御案内がありましたとおり、次期計画策定部会の部会員につい

ては、後日事務局より御連絡させていただきます。

それでは、本日は、ありがとうございました。


